
※「勉強会メンバーの意見一覧表」を一緒にご参照ください。

北九州市全庁ＧＩＳの紹介
北九州市からの提案



５ー１ リーダーシップ
○北九州市がしっかりとリーダーシップを発揮
します！

○リージョナルＧＩＳコミュニティについて

「参加メンバーみんなで考える！」ことは、この
勉強会の基本とさせていただきます。

○福岡県、福岡市には、県全域や福岡地域圏
という切り口から相談することはあります。



５－２－１ 費 用（導入経費・運用経費）
○ハードウェア

⇒北九州市システム基盤を使用することで導入・

運用経費を削減することを提案します。

北九州市システム基盤
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５－２－２ 費 用（導入経費・運用経費）

○協議会の設置

⇒システム基盤で他自治体のデータを管

理することについて、協議会を設置する必

要があります。

⇒協議会については、新たに設置するか、

「ＫＲＩＰＰ」を活用するかについて、参加自

治体と協議を行いたいと考えています。



５－２－３ 費 用（導入経費・運用経費）

○北九州市システム基盤の費用の目安
北九州市＋周辺自治体のＧＩＳのハードウェア・ミドルウェア

経費が約３００万円／年を想定しています。

※周辺自治体は、参加する自治体の総額です。

ただし、参加する自治体が増える場合は、更なる増強が
必要になり、費用が上がる可能性はあります。

※アプリケーションのレスポンスが悪い場合に更なる増強を
する場合があります。その場合は、費用が上がる可能性
があります。

総 額 北九州市 周辺自治体

約300万円／年約２００万円／年約１００万円／年



５－２－４ 費 用（導入経費・運用経費）

○エンジンライセンス

⇒「複数自治体ＧＩＳサイトライセンス」を含め
た安価で導入可能なライセンスについて、

・北九州市が中心となってＥＳＲＩジャパン

へ協力を呼びかけていきます。

⇒ただし、ＥＳＲＩジャパンの協力を得るた

めには、この勉強会での取り組みが重要

です！



５－２－５ 費 用（導入経費・運用経費）

○住宅地図

⇒この勉強会での取り組みの話をしていま

す。北九州市と一緒に構築する自治体向

けの特別価格での提供を調整済です。

⇒ただし、自治体ごとに直接ゼンリンと契約

していただく必要があります。



５－３－１ 費 用（予算確保）
○トップ（副市町村長ｏｒ市町村長）の説得

⇒北九州市では、『北九州市全庁ＧＩＳ企画

書』を作成し、副市長まで説明を行いました。

○庁内のオーソライズを取る

⇒トップの説得と併せて、庁内の作業レベル

の意識を合わせるため、『庁内ＧＩＳワーキン

ググループ』を設置し、月１回ペースで会議

やＷＳを行っています。



５－３－２ 費 用（予算確保）
○とにかく動き始める！

⇒北九州市では、今までに２回、全庁型のＧ

ＩＳの導入議論が挙がりましたが、２回とも潰

れました。

【理由】

どこの部署が取りまとめるかの議論

の際に、どの部署も「うちじゃない！」と

なってしまったことが原因です。

⇒今回は、「情報政策室でやる！」と決め、

とにかく動き始めました。



５－４－１ インフラ（ネットワーク）
北九州市では、北九州市全庁ＧＩＳ（テスト環境）
を構築し、性能評価を実施している最中です。

その中で、ＧＩＳの利用者がストレスなく利用する
ためには、自治体の規模（同時利用者数）に応じ
て、２０Ｍｂｐｓ～１００Ｍｂｐｓ程度のネットワークが
必要になると考えられます。

次に、考えられるネットワークを比較します。



５－４－２ インフラ（ネットワーク）

種 別 帯 域 費 用 セキュリティ

インターネット 小 追加費用なし 悪い

ＬＧＷＡＮ 小 大 良い

商用回線 中～大 中 良い

専用回線 大 大 良い

※北九州市では、インターネット帯域15Mbps
ＬＧＷＡＮ帯域6Mbps（帯域を広げると費用「大」）
※総合的に判断すると、使用するネットワークは、
商用回線が妥当と考えられます。



５－４－３ インフラ（ネットワーク）
【費用参考】

ＮＴＴ西日本の『フレッツＶＰＮワイド』の場合

○初期費用 約５万円

※契約料、工事費（工事内容により金額が変

わります。）

※キャンペーン中は、無料になることも！

○運用経費 ９０，７２０円

※７，５６０円／月×１２ヶ月＝９０，７２０円



５－５－１ システム
○アプリケーション調達

⇒アプリケーション標準仕様を北九州市庁

内ＧＩＳワーキンググループで仕様を作成し、

総合評価方式による一般競争入札で落札

業者を決定し、アプリケーションを調達しま

す。

⇒ＡＰＰＬＩＣに準拠したものとします。

⇒勉強会参加自治体のアプリケーション調

達は？



５－５－２ システム
○勉強会参加自治体のアプリケーション調達方法

※アプリケーションを登載するエリアを北九州市と分けるため、シス
テム基盤の使用料が上がる可能性があります。

調達方法 費 用 職員の負担

北九州市と同じものを調達 中 小

北九州市のものをカスタマ
イズして調達

※中～大 中～大

個別に調達 ※大 大

アプリケーションを調達せ
ず職員で作成

※小～中 大



５－５－３ システム
○『ＧＩＳ』＝『難しい』という印象を与えないアプ
リケーション

⇒住宅地図のみを使用するユーザー向けに

メニューを分けて対応します。

⇒権限管理からそれぞれのユーザーレベル

に合わせたボタンの表示を行います。（ラ

イトユーザーに不必要なボタンを表示する

とアレルギー反応を起こすことがありま

す。）



５－５－４ システム
○ArcGISエンジンにはない便利機能の検討

【例】道路や河川に沿った印刷機能

①
②

③

⇒紙地図の際に関係する部分を全部印刷していたも
のが、任意に選択したものを順番に印刷できる機能

①⇒②⇒③の順に印刷される。



５－６ データ
○データ形式の共有化

⇒地域情報プラットフォームの業務ユニット

間インターフェイスとサービス基盤を通じて、

様々な業務に対してＧＩＳ共通サービスを提

供できるよう、北九州市で標準的なフォー

マットを検討します。



５－７ 主題図とベースマップ
○主題図

⇒全庁ＧＩＳ先進都市の直方市、糸島市や全国の
自治体で効果のあった事例を参加メンバーが共有
する場として、年間４回程度当勉強会を開催してい
きます。

○ベースマップ

⇒航空写真、都市計画基本図などベースマップと
なる地図の共同撮影・共同作成を実施するため、当
勉強会を通じて、今後協議を進めていきます。

⇒『航空写真・都市計画基本図調査表』を電子メー
ルで送付させていただきます。庁内で調査をしてい
ただき、ご回答お願いします。



５－８－１ 運 用（データの管理・更新）
○運用（データの管理・更新）を含めたパッケー
ジとして提案します。

⇒北九州市では、総務事務センターを活用

したデータ更新を検討しています。この手

法を他の自治体でも活用できる仕組みを

検討していきます。

⇒他都市のデータ（個人情報を含む）を取り

扱う考え方の整理（協議会の設置）が必要

になります。
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ESRIサイトライセンス

運 用
（管理・更新）

運 用
（管 理）

ESRIサイトライセンス
※導入自治体で費用負担

ESRI複数自治体
サイトライセンス 商用V-LAN等

Ａ市分
データ管理・更新

Ｂ市分
データ管理

北九州市
総務事務センター
を利用した運用

※Ａ市は、データ登録等のデータ管理及びデータ更新ともに、北九州市総務事務センターを利用。

※Ｂ市は、更新用データの作成は、Ｂ市で行い、更新用データをシステム基盤に登載する作業のみ総務事務セン

ターを利用。

総務事務センターによる運用
（データ管理・更新）

or

５－８－２ 運 用（データの管理・更新）
【運用を含めたパッケージイメージ図】



５－８－３ 運 用（データの管理・更新）

総務事務センター活用運用方法の検討状況

（北九州市のデータ更新・管理のみの検討）



庁内GISワーキンググループ

総務事務センターを活用した運用【北九州市の検討状況】
【主旨・目的】
全庁ＧＩＳが全庁で有効的に活用される為には、データの鮮度が重要である。
また、データの鮮度を維持していく上で、コスト削減の視点も欠かすことができない。
そこで、関係各課で必要とされるデータの整備・更新について、総務事務センターを活用する。
総務事務センターで行うデータ整備・更新の対象については、以下の要件が重要であると考える。

①専門性・経験の有無に関わらず、同じ情報が確認・取得できること
②総務事務センターと利用部署とで情報に対する関与が明確に整理されていること

技術管理室 技術企画課
総務企画局 都市経営戦略室
財政局 財産活用推進課
財政局 課税企画課
市民文化スポーツ局 区政課
産業経済局水産課
建設局 管理課
建設局 事業調整課
建設局 道路維持課
建設局 緑政課
建設局 計画課

街路灯 ・位置（場所）
・写真
・灯火種別
・電力量
・設置業者
・設置年月日

・
・
・

総務事務センター

総務事務センター 所管部署

①総務事務センターで情報の一部（ポイント等）を入力
②総務事務センターで写真や属性情報を入力
③所管部署で情報を活用

パターンＡ

（例）

〔ポイント等のみでなく、写真や属性も頻繁に追加・更新される情報〕
カーブミラー、電柱、標識、表札、屋外広告物、公有財産、街路樹 等

小学校区 ・範囲
・名称
・
・
・

総務事務センター

総務事務センター

①総務事務センターで情報を入力
②所管部署で情報を活用

パターンＢ

（例）

〔写真や属性情報の追加・更新がなく、ポイント・エリアの変更がある情報〕
学校区、選挙区、防災区域、統計調査区、自治会 等

総務事務センター

①業者や大学等でデータの作成
②作成したデータを総務事務センターで登録
②所管部署で情報を活用

パターンＣ

〔定期的な更新データやその他業務の成果物・新規で作成する簡易な主題レイヤ〕
都市計画図、航空写真、認定路線網図、都市計画用途区域、新規作成レイヤ 等

建設局 保全課
建築都市局 都市計画課
建築都市局 都市交通政策課
建築都市局 宅地指導課
建築都市局 建築審査課
建築都市局 住宅計画課
消防局 総務課
消防局 地域防災課
教育委員会 学事課
市選挙管理委員会事務局 選挙課
総務企画局 情報政策室

《第一弾》：ワーキンググループの参画部署に関連した、パターンＡ～Ｃの具体案を抽出

《第二弾》：抽出された、パターンＡ～Ｃの具体案より、検証項目を更に抽出

《第三弾》：検証項目に伴う資料（紙・データ）について収集・整理

《第四弾》：入力方法や管理手法などについて議論

《第五弾》：総務事務センター（アクセンチュア）と議論

《第六弾》：検証フィールドの設定と検証手法について議論

《第七弾》：実施検証

議題（案）

地図レイヤ地図レイヤ

情 報 共 有 ・ 運 用 イ メ ー ジ情 報 共 有 ・ 運 用 イ メ ー ジ

総務事務センター

部署Ａ

部署Ｂ

総務事務センター

所管部署

所管部署



【パターンＡ】 業務に伴う情報入力の一部を総務事務センターで代行

街路灯

【例】

全庁GIS
データベース

主題図

ベースマップ

所管部署 総務事務センター

①指示（ポイント等）

庁内各部署

③登録（ポイント等）

⑥活用（全庁公開可能な情報のみ）

⑤活用（データ更新）

②指示（写真・属性情報）

④登録（写真・属性情報）

〔パターンＡとして想定されるデータ〕
①経験や専門性を要求されないもの
②精度（公共測量）を厳密に求められないもの
③ポイント等のみでなく、写真や属性も頻繁に追加・更新される情報

【例えば・・・・】

・街路灯 ・街路樹
・住居表示情報 ・屋外広告物
・電柱 ・公有財産
・災害時要援護者情報

【Ｅｘｃｅｌ等による分かり易い指示書】
・サンプル写真
・明確な入力項目
・登録時の公開範囲の指定
・入力時の注意事項 等

【写真取り込みの仕組み】
・ファイル名称によるポイント等との結びつけ

【属性情報取り込みの仕組み】
・Ｅｘｃｅｌで取り込む仕組み

・位置（場所）
・写真
・灯火種別
・電力量
・設置業者
・設置年月日
・
・
・

総務事務センター

総務事務センター

総務事務センターを活用した運用【北九州市の検討状況】



【パターンＢ】 業務に必要な情報を総務事務センターで代行入力

全庁GIS
データベース

主題図

ベースマップ

所管部署 総務事務センター

① 指 示

庁内各部署

③活用（データ更新） ② 登 録

④活用（全庁公開可能な情報のみ）

〔パターンＢとして想定されるデータ〕
①経験や専門性を要求されないもの
②精度（公共測量）を厳密に求められないもの
③写真や属性情報の追加・更新がなく、ポイント・エリアの変更がある情報

〔例えば・・・・追加・更新等〕
・小学校区 ・施設（位置・名称）
・選挙区 ・バス路線図
・統計調査区 ・認定道路網図
・防災区域 ・下水道認可区域
・不法投棄情報

【Ｅｘｃｅｌ等による分かり易い指示書】
・入力基となる資料
・登録時の公開範囲の指定
・入力時の注意事項 等

小学校区

【例】

総務事務センターを活用した運用【北九州市の検討状況】



全庁GIS
データベース

【パターンＣ】 業務に伴う成果を総務事務センターでアップロード

〔パターンＣとして想定されるデータ〕
①背景図（ベースマップ）に伴うもの
②データ作成に専門性を要求されるもの
③定期的な委託業務の中で生成されるもの
④法令に基づくようなものでデータ品質とリスクが直結するもの《業者へ委託》
⑤新たに作成する簡易な主題レイヤ（既存台帳の電子化）《大学等へ委託》

主題図

ベースマップ

所管部署 総務事務センター業者・大学等

① 発 注

②成果品

③成果品

庁内各部署

⑤活用（データ更新） ④ 登 録

④活用（全庁公開可能な情報のみ）

〔例えば・・・・〕
・都市計画基本図
・航空写真画像
・道路台帳図
・都市計画用途区域

【Ｅｘｃｅｌ等による分かり易い指示書】
・登録時の公開範囲の指定
・入力時の注意事項 等

【データ整備における製品仕様書】
・製品仕様書作成支援

航空写真・都市計画基本図

【例】

総務事務センターを活用した運用【北九州市の検討状況】



５－８－４ 運 用（新規データの作成）

○データの新規作成（紙地図のデータ化など）

⇒北九州市では、総務事務センターで

の新規作成は考えていません。

⇒業者への発注ｏｒ職員での対応が基

本です。

⇒周辺の大学などの研究と結びつくよ

うであれば、大学などに安価でデータ

作成ができないかを北九州市が働き

かけます。



５－９－１ セキュリティ

内部事務系業務

アプリケーション

住民情報系業務

アプリケーション
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北九州市Ａ市

Ａ市PC

Ａ市職員

専用回線
システム基盤

業
務C

業
務A

業
務B

業
務D

専用回線を管理している
通信会社による損害賠償

システム基盤を管理している
日立・ＮＴＴデータ企業連合による損害賠償

北九州市の端末からは、
A市のデータにアクセスできないA市の端末からは、

北九州市のデータに
アクセスできない

○北九州市システム基盤の状況

通常のデータセンター
と変わりません！！
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５－９－２ セキュリティ
○個人情報保護

⇒協議会で『情報セキュリティ基本方針』（情報セキュリティポリ
シー）を定め、その基本方針に則った運用を実施する。

⇒神奈川県、東京都、熊本県などで実績があります。

○利用者認証

⇒北九州市と同じアプリケーション（カスタマイズなし）を使用す
る場合は、同じアプリケーション上で複数自治体のデータを扱
うようにアプリケーションの利用者認証機能で制御をかけます。

⇒北九州市と別のアプリケーション（カスタマイズを含む）を利用
する場合、アプリケーションを北九州市と別のエリアに登載しま
すので利用者認証の問題は発生しません。システム基盤の使
用料が上がる可能性があります。



５－１０ 自治体内部の連携

○ワーキンググループの活用

⇒「ＧＩＳ」をうまく進めるためには、他の

業務以上に『人と人のつながり』が重要

です。

⇒北九州市では、『庁内ＧＩＳワーキング

グループ』を立ち上げ、庁内の横の連携

を図るようにしています。


